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Firefly bioluminescence, a process whereby light is emitted with high efficiency, has found 

widespread use in life science applications. If this yellow-green luminescence can be modified 

to various colors, the range of applications will expand further. Therefore, we have developed 

a luciferin analog that emits the light in multiple colors by modifying the structure of the 

luminescent substrate luciferin. 
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日本の夏の風物詩とも言えるホタルの発光は、黄緑色の非常に高効率な発光システ

ムであることが知られており、様々な分野で応用されてきた。なかでもライフサイエ

ンス研究分野では非常に注目されており、生体内現象を可視化することのできる生体

イメージング材料として利用されている。通常黄緑色のこのホタルの生物発光を様々

な色に改変することができれば応用の幅が更に広がると考えられる。 

そこで、当研究室では発光基質ルシフェリンの構造を改変したルシフェリンアナロ

グを多数合成しその発光活性を測定することによって、構造活性相関を明らかとして

きた。その結果、青から赤まで可視光を網羅することの可能なマルチカラーなルシフ

ェリンアナログの合成を達成し（Fig1）、制御の難しい生物発光の波長制御をある程

度可能としてきた。この中でも、近赤外発光を示す、TokeOni や seMpai と呼ばれるイ

メージング材料は現在市販化され、ライフサイエンス研究でも用いられている。 

本会ではこの波長制御技術や、可視光を網羅するルシフェリンアナログのいくつか

を紹介する。 

Fig1. 可視光を網羅する発光基質ルシフェリンアナログ 
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